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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  パーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造設備において、
  パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースの中から選択されたいずれか一つが含
まれている処理原料が一側から供給されるように構成されており、供給された処理原料を
一定の大きさに切断するカッター（２）と；
  前記カッター（２）から切断された処理原料を保存する処理原料貯蔵槽（３）と；
  清水が保存されている清水タンク（１５）と；
  可溶性糖分が保存されている糖分貯蔵庫（７）と；
  前記清水タンク（１５）及び糖分貯蔵庫（７）と連結されて清水と可溶性糖分が内部に
供給されて糖分を溶解させる糖分溶解タンク（８）と；
  前記処理原料貯蔵槽（３）及び糖分溶解タンク（８）からそれぞれ切断された処理原料
及び清水に溶解された糖分が供給され、前記処理原料貯蔵槽（３）及び糖分溶解タンク（
８）から供給された処理原料及び清水に溶解された糖分を混合する１次ミキサー（６）と
；
  パームカーネルケーキ及びパーム油デカンターケーキの中から選択されたいずれか一つ
が含まれているタンパク質源が内部に保存されているタンパク質貯蔵槽（９）と；
  内部に鉱物質が保存されている鉱物質貯蔵槽（１２）と；
  前記１次ミキサー（６）、タンパク質貯蔵槽（９）、及び鉱物質貯蔵槽（１２）から排
出された原料を混合する２次ミキサー（１７）と；



(2) JP 6516166 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

  前記２次ミキサー（１７）で混合された原料を受けて二重に圧搾する二重圧搾器（１９
）と；
  前記二重圧搾器（１９）で圧搾された二重圧搾原料を包装する包装機（２０）と；
  前記包装機（２０）から包装された原料を保存する熟成貯蔵庫（２２）と；を含んで構
成されることを特徴とするパーム加工副産物を用いた繊維発酵飼料の製造設備。
【請求項２】
  前記２次ミキサー（１７）は、リボンミキサーであることを特徴とする請求項１に記載
のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造設備。
【請求項３】
  パーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造方法において、
  請求項２の製造設備を利用して、
  パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースの中から選択されたいずれか一つが含
まれている処理原料を前記カッター（２）を用いて１０～５０ｍｍの長さに切断した後、
前記処理原料貯蔵槽（３）に保存する切断段階と；
  前記清水タンク（１５）に保存されている清水及び前記糖分貯蔵庫（７）に保存されて
いる可溶性糖分を前記糖分溶解タンク（８）で混合させて、可溶性糖分を清水に溶解させ
る糖分溶解段階と；
  前記処理原料貯蔵槽（３）に保存されている切断された処理原料と、前記糖分溶解タン
ク（８）で可溶性糖分が溶解された清水とを前記１次ミキサー（６）を用いて混合させて
、１次混合物を製造する１次混合段階と；
  前記タンパク質貯蔵槽（９）に保存されているパームカーネルケーキ及びパーム油デカ
ンターケーキの中から選択されたいずれか一つが含まれているタンパク質源、前記鉱物質
貯蔵槽（１２）に保存されている鉱物質及び前記１次混合物を前記２次ミキサー（１７）
で混合させて２次混合物を製造する２次混合段階と；
  前記２次混合物を前記二重圧搾器（１９）で二重に圧搾させる圧搾段階と；
  前記圧搾段階を経た２次混合物を前記包装機（２０）で包装する包装段階と；
  前記包装段階を経た２次混合物を前記熟成貯蔵庫（２２）で熟成させる熟成段階と；を
含んで構成されることを特徴とするパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造方法
。
【請求項４】
  前記糖分溶解段階での溶解濃度は、２２～２８％であり、前記１次混合段階で可溶性糖
分が溶解された清水は、切断された処理原料１００重量部あたり、３～１５重量部混合さ
れ、前記２次混合段階でのタンパク質源は、切断された処理原料１００重量部あたり、５
～２５重量部混合され、前記熟成段階は、２３～３５℃の温度で３０～９０日間熟成させ
ることを特徴とする請求項３に記載のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーム加工工程中に発生するパーム種実脱着副産物（ＥＦＢ）と種実内に含
有されているパームセルロース（Ｐａｌｍ　ｆｉｂｅｒ）を使用して家畜に供給できる発
酵セルロース飼料を開発するものであり、パーム種実脱着副産物（ＥＦＢ）とパームセル
ロース（Ｐａｌｍ　ｆｉｂｅｒ）の物理化学的な特性を分析し、微生物が容易に成長する
ようにして、有益な微生物の発酵が行われるようになることによって、家畜に必要なセル
ロース供給源を提供することができるし、セルロース内に含まれているポリフェノール（
ｐｏｌｙ　ｐｈｅｎｏｌ）の利用を極大化させて家畜の下痢防止および蛋白質の利用効率
も改善することができるし、発酵セルロース飼料を生産して給与することができるように
連続処理が可能なパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造設備及び製造方法に関
するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　パームはスチーム加工工程を経へて種実を脱着して採油をするようになる。この時、種
実を脱着した後、大量の副産物が発生され、これをパーム種実脱着副産物（ＥＦＢ：Ｅｍ
ｐｔｙ　Ｆｒｕｉｔ　Ｂｕｎｃｈ）と称して、種実から発生されることをパーム種実セル
ロース（ＰＦ：Ｐａｌｍ　ｆｉｂｅｒ）という。
【０００３】
　現在まで、このような物質の処理に難しさがあって、ほとんど堆肥や燃料として投入し
て蒸気の生成に使用されているのが実情であるが、発生量が多く、これを堆肥として使用
する時に保存するスペースが必要になるだけでなく、一定時間の間、腐熟期間を経なけれ
ばならないので、さらに多くのスペースと時間が必要であり、運搬するためにも、多くの
費用がかかるので、その活用に多くの困難があるのが実情である。
【０００４】
　特に、これを再生可能エネルギーとして活用するための方策が多く検討されているが、
燃料として使用するには、水分含有量が高くて低位発熱量が低下するため、焼却するため
に多くの量が必要であり、これを管理するための費用投入が容易でなくて多くの問題を抱
えている。
【０００５】
　パーム油抽出工程の廃棄物の処理のための技術として、「パーム油抽出工程の廃棄物を
用いた生肥料の製造方法」（特許文献１）には、カーネルの皮を炭化させ、ＥＦＢを焼却
し、パーム油生産加工の最終工程排水（ｐａｌｍ　ｏｉｌ　ｍｉｌｌ　ｅｆｆｌｕｅｎｔ
：ＰＯＭＥ）を微細気泡として処理し、濾過して脱水ケーキを得て、これらを混合した後
、熟成させて生肥料を製造する工程が公開されている。
【０００６】
　しかしながら、前記技術は、ＥＦＢを炭化及び焼却するので、これに伴うエネルギー源
の消費が発生する問題点がある。
【０００７】
　パーム油の抽出工程での廃棄物の活用方法に関する別の技術として、本出願人が出願し
て登録された「パーム油の生産加工工程から最終的に排出される排出水とパーム副産物と
を用いた処理設備及び処理方法」（特許文献２）には、パーム油の生産加工の最終工程排
水（ｐａｌｍ　ｏｉｌ　ｍｉｌｌ　ｅｆｆｌｕｅｎｔ：ＰＯＭＥ）とパーム種実皮（ｐａ
ｌｍ　ｋｅｒｎｅｌ　ｓｈｅｌｌ：ＰＫＳ）のほか、パーム加工工程水脱水ケーキ（ｐａ
ｌｍ　ｏｉｌ　ｄｅｃａｎｔｅｒ　ｃａｋｅ：ＰＯＤＣ）とパーム種実脱油ケーキ（ｐａ
ｌｍ　ｋｅｒｎｅｌ　ｃａｋｅ：ＰＫＣ）などを統合的に処理してエネルギー源及び飼料
などに活用できる技術が開示されている。
【０００８】
　しかしながら、特許文献２の場合、統合的な処理方法で、ＰＯＭＥやＰＯＤＣ、ＰＫＣ
などの処理に適しており、パーム種実脱着副産物（ＥＦＢ）やパーム種実セルロース（Ｐ
Ｆ）を処理していないという問題点がある。
【０００９】
　現在まで、パーム種実脱着副産物（ＥＦＢ）やパーム種実セルロース（ＰＦ）の処理は
、燃料として使用したり、最近では、製紙業界でこれを利用して製紙を生産しているが、
莫大な量の廃水が発生するため、処理に多くの費用がかかり、経済性が低くなるなどの問
題点を抱えている。
【００１０】
　その他にもボードの生産や圧搾ペレットを製造し、燃料として生産する方法などが開発
されているが、経済性が低く、処理工程が複雑で普遍化されていない。
【００１１】
　特に、パーム種実セルロース（ＰＦ）は、体積が大きく、ポリフェノールの含有量が高
くて利用効率が大幅に減少し、腐敗が速くて効果的な活用が難しい。
【００１２】
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　また、パーム種実脱着副産物とセルロースを乾燥、粉砕した後、圧搾してペレットに製
造して再生可能エネルギー燃料として使うこともあるが、これを製造するための電気の使
用量が増加し、乾燥するカロリーが投入されるなど、生産コストが大幅に増加するので、
実効性が大幅に減少しているのが実情である。
【００１３】
　即ち、パーム産業で、パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースの処理は、最も
困難な廃棄物処理の問題として残っているのが実情である。
【００１４】
　しかしながら、パーム種実脱着副産物とセルロースは、ポリフェノール（Ｐｏｌｙｐｈ
ｅｎｏｌ：Ｌｉｇｎｉｎなど）の含有量が高い欠点がある反面、セルロース含有量が高く
、いくつかの油脂類が含有されていて、これを効果的に加工して使用する場合は、利用率
を大幅に増加させることができるし、良い飼料の原料として活用することができる利点を
持っている。
【００１５】
　したがって、パーム種実脱着副産物およびセルロースの効果的な処理は、パーム産業に
おいて非常に重要な意味を持っており、持続可能であり、経済的であり、活用範囲を安定
的に維持することができる方案を開発することは非常に重要な課題である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】韓国登録特許第１０－０９３８４９０号公報（２０１０年１月２１日）
【特許文献２】韓国登録特許第１０－１２６５７４０号公報（２０１３年５月１３日）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明は、上記のような従来技術で発生する問題を解消するためのもので、パーム種実
脱着副産物（ＥＦＢ）とセルロース（ＰＦ）の生化学的な特徴を分析し、その議問題を大
幅に改善してセルロース飼料原料として使用できるために効果的に生成することができる
方法と装置を提供しようとするものである。
【００１８】
　より具体的には、種実が含まれている新鮮なパーム果実（ＦＦＢ：Ｆｒｅｓｈ　Ｆｒｕ
ｉｔ　Ｂｕｎｃｈ）からパーム果実の脱着後に発生するパーム種実脱着副産物（ＥＦＢ：
Ｅｍｐｔｙ　Ｆｒｕｉｔ　Ｂｕｎｃｈ）とセルロース（ＥＦＢ：Ｅｍｐｔｙ　Ｆｒｕｉｔ
　Ｂｕｎｃｈ）を使用して破砕工程を経てセルロースのサイズを１０～５０ｍｍで破砕切
断し、含水率を７５％前後に調整するために水分を添加し、可溶性糖分（固形分基準：３
～１５％）とタンパク質（固形分基準５～２５％）を添加し、適切な比率で混合した後、
圧搾して空気を除去し、密封した後、２５℃内外の温度で３０日間以上放置し、処理が完
了したことを反芻動物のセルロースおよびエネルギー飼料に供給しようとするものである
。
【００１９】
　特に、細菌の増殖を促進して微生物から生産される溶解性蛋白質と結合させてポリフェ
ノールの毒性を減らすために、細菌の効果的な増殖条件を設定し、タンパク質原料を投入
することによって、不足しているタンパク質の供給能力を増加させようとするものである
。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造設備は、前記ような課題を解
決するために、パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースの中から選択されたいず
れか一つが含まれている処理原料が一側から供給されるように構成されており、供給され
た処理原料を一定の大きさに切断するカッター２と；前記カッター２から切断された処理
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原料を保存する処理原料貯蔵槽３と；清水が保存されている清水タンク１５と；可溶性糖
分が保存されている糖分貯蔵庫７と；前記清水タンク１５及び糖分貯蔵庫７と連結されて
清水と可溶性糖分が内部に供給されて糖分を溶解させる糖分溶解タンク８と；前記処理原
料貯蔵槽３及び糖分溶解タンク８からそれぞれ切断された処理原料及び清水に溶解された
糖分が供給され、前記処理原料貯蔵槽３及び糖分溶解タンク８から供給された処理原料及
び清水に溶解された糖分を混合する１次ミキサー６と；パームカーネルケーキ及びパーム
油デカンターケーキの中から選択されたいずれか一つが含まれているタンパク質源が内部
に保存されているタンパク質貯蔵槽９と；内部に鉱物質が保存されている鉱物質貯蔵槽１
２と；前記１次ミキサー６、タンパク質貯蔵槽９、及び鉱物質貯蔵槽１２から排出された
原料を混合する２次ミキサー１７と；前記２次ミキサー１７で混合された原料を受けて二
重に圧搾する二重圧搾器１９と；前記二重圧搾器１９で圧搾された二重圧搾原料を包装す
る包装機２０と；前記包装機２０から包装された原料を保存する熟成貯蔵庫２２と；を含
んで構成される。
【００２１】
　この時、前記２次ミキサー１７は、リボン及びペタルミキサーの中選択されたいずれか
一つであることを特徴とする。
【００２２】
　本発明のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造方法は、前記製造設備を利用
して、パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースの中から選択されたいずれか一つ
が含まれている処理原料を前記カッター２を用いて１０～５０ｍｍの長さに切断した後、
前記処理原料貯蔵槽３に保存する切断段階と；前記清水タンク１５に保存されている清水
及び前記糖分貯蔵庫７に保存されている可溶性糖分を前記糖分溶解タンク８で混合させて
、可溶性糖分を清水に溶解させる糖分溶解段階と；前記処理原料貯蔵槽３に保存されてい
る切断された処理原料と、前記糖分溶解タンク８で可溶性糖分が溶解された清水とを前記
１次ミキサー６を用いて混合させて、１次混合物を製造する１次混合段階と；前記タンパ
ク質貯蔵槽９に保存されているパームカーネルケーキ及びパーム油デカンターケーキの中
から選択されたいずれか一つが含まれているタンパク質源、前記鉱物質槽１２に保存され
ている鉱物質及び前記１次混合物を前記２次ミキサー１７で混合させて２次混合物を製造
する２次混合段階と；前記２次混合物を前記二重圧搾器１９で二重に圧搾させる圧搾段階
と；前記圧搾段階を経た２次混合物を前記包装機２０で包装する包装段階と；前記包装段
階を経た２次混合物を前記熟成貯蔵庫２２で熟成させる熟成段階と；を含んで構成される
。
【００２３】
　この時、前記糖分溶解段階での溶解濃度は、２２～２８％であり、前記１次混合段階で
可溶性糖分が溶解された清水は、切断された処理原料１００重量部あたり、３～１５重量
部混合され、前記２次混合段階でのタンパク質源は、切断された処理原料１００重量部あ
たり、５～２５重量部混合され、前記熟成段階は、２３～３５℃の温度で３０～９０日間
熟成させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明により、パーム業界で最も困難な処理問題であるパーム種実脱着副産物及びパー
ム種実セルロースを飼料として製造することにより、安定的であり、継続的に処理するこ
とができるし、長期間保存することができて高い経済性を維持することができるし、収納
スペースを大幅に削減ことができるようになる。
【００２５】
　特に、微生物の活性を大幅に増加させて、パーム種実脱着副産物とパーム種実繊維が含
有しているポリフェノールの毒性を大幅に軽減することができるし、乳酸菌発酵を介して
味と嗜好性を向上させることができるようになる。
【００２６】
　より具体的には、パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースの活用度は非常に低
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くて堆肥やパーム加工工場（Ｐａｌｍ　Ｏｉｌ　Ｍｉｌｌ）で必要とする蒸気を生成する
ための燃料として使用するのに活用されたが、本発明を介して飼料としての活用を大きく
高めることはもちろん、パーム産業の収益に大きく貢献するものと予測される。
【００２７】
　特に、パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースを飼料として活用する場合、パ
ーム業界で最も困難な問題であるパーム種実脱着副産物とパーム種実セルロースを安定的
及び継続的に処理することができるし、長期間保存できる方法を確保することができるだ
けでなく、高い経済性を維持することができるし、収納スペースを大幅に削減できるよう
になる。
【００２８】
　また、本発明は、微生物の活性を大幅に増加させてパーム種実脱着副産物とパーム種実
繊維が含有しているポリフェノールの毒性を大幅に軽減させることができるし、乳酸発酵
が起きて風味を改善させるし、嗜好性も高くなる。
【００２９】
　さらに、本発明は、パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースに対する既存の活
用方法（堆肥と燃料化）よりも付加価値の高い製品を生産することができるだけでなく、
処理空間を縮小させることができるし、従来方式の圧搾ペレット燃料を製造するための消
費電力を大幅に削減することができるだけでなく、保存性が良く、生産時期別に応じて、
影響を受けなくなる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造設備を示す構成図であ
る。
【図２】本発明のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造方法を示した工程図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　一般的に、パーム油の生産時にパーム果実（ＦＦＢ：Ｆｒｅｓｈ　Ｆｒｕｉｔ　Ｂｕｎ
ｃｈ）に高い温度の蒸気を投入して殺菌し、パーム脱着工程を経て排出されるパーム種実
脱着副産物（ＥＦＢ）と、パーム果実（Ｐａｌｍ）から採油後に発生されるパーム種実セ
ルロース（ＰＦ）は、約１００℃内外の高温状態で排出され、採油量を増加させるために
追加搾油工程を経て最終排出されることになる。
【００３２】
　このようにパーム油搾油過程から発生するパーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロ
ースは、その水分含有量が６０％前後として低く、微生物活性化を維持するのは非常に難
しい。
【００３３】
　また、微生物が容易に利用できる非構造化糖（ｎｏｔ　ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　ｃａｒ
ｂｏｈｙｄｒａｔｅ）の含有量が低い。
【００３４】
　また、ポリフェノール（リグニン系統）の含有量が高くて、家畜が摂取した場合、嗜好
性（Ｐａｒａｔａｂｉｌｉｔｙ）が減少され、ポリフェノールとタンパク質が結合してタ
ンパク質としての機能を無力化させる結果を招いて、タンパク質利用率（Ｐｒｏｔｅｉｎ
　ａｖａｉｌａｂｉｌｉｔｙ）を大きく制限させるだけでなく、消化率（Ｄｉｇｅｓｔｉ
ｂｉｌｉｔｙ）を減少させる否定的な結果を招いて、生産性を減少させることになる。
【００３５】
　これにより、従来は、これらを飼料より燃料や堆肥としての利用に多くの関心を持って
きた。
【００３６】
　しかしながら、処理原料であるパーム種実脱着副産物とパーム種実セルロースは発生量
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が多く、燃料として活用するには、水分含有量が高くて、低位発熱量が減少するにつれて
、効率が低下し、堆肥としての使用は腐熟に多くの面積が必要であり、体積が大きくて活
用の難しさがある。
【００３７】
　しかしながら、維持含有量が高く、セルロース中の中性洗剤セルロースおよび酸洗剤セ
ルロースの含有量が高くて、乳酸発酵を達成する場合、飼料としての価値が大幅に増加す
ることができる。
【００３８】
　韓国の場合、気候などの違いで、このような油脂類種実を生産しないから、これに対す
る研究が皆無であり、熱帯性の地域でも、このような研究が不足しているのが実情である
。
【００３９】
　本発明では、このような問題を解決するために、物理化学的特性を検討して採油後に発
生するパーム種実着脱副産物とパーム種実セルロースを飼料資源としての活用が可能にな
る。
【００４０】
　このため、パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースは、発生直後に腐敗を防止
するために、発生直後に、すぐに切断（ｃｕｔｔｉｎｇ）し、短時間で処理原料貯蔵槽３
に保存し、定量を１次ミキサー６に投入するが、水分含有量を７０％前後に調整するため
に、清水に糖蜜添加濃度を２５％前後に溶解して、水分と可溶性糖を供給して、微生物の
発酵を促進させることができるように噴射して添加する。
【００４１】
　加えて、飼料の製造に必要な多量の鉱物質（Ｃａ、Ｍｇ、Ｋなど）を添加して混合し、
パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロース内に不十分な蛋白質を供給するためにパ
ームカーネルケーキ（ＰＫＣ）と乾燥されたパーム油デカンターケーキ（ＰＯＤＣ）粉末
を投入して、栄養バランスを合わせることができるようしており、これを十分に混合した
後、真空包装して保管し、３０日以上経過した後、飼料として利用できるようにする。
【００４２】
　即ち、微生物の活性を最大化することができる水分条件を調整して安定した状態を維持
させることができるようにし、微生物が活性化される場合、微生物から分泌される１次ま
たは２次溶解性タンパク質中心の代謝物質からポリフェノールと優先結合させて毒性を最
小限に抑えることができるようにし、不十分な蛋白質は、パームカーネルケーキ（Ｐａｌ
ｍ　Ｋｅｒｎｅｌ　Ｃａｋｅ：ＰＫＣ）などを活用して供給することができるし、可溶性
糖を供給して、微生物の成長を促進させることができるようにする。
【００４３】
　また、必須鉱物質を供給して、パーム種実着脱副産物とセルロースに不足している鉱物
質を供給できるようにし、真空包装を介して腐敗することができる環境を最小限に抑える
ことによって、改善された飼料資源を確保することができる。
【００４４】
　以下、本発明のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造設備について、添付さ
れた図面を介して詳細に説明することにする。
【００４５】
　本発明のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造設備は、大きくカッター２、
処理原料貯蔵槽３、清水タンク１５、糖分貯蔵庫７、糖溶解タンク８、１次ミキサー６、
タンパク質貯蔵槽９、鉱物質貯蔵槽１２、２次ミキサー１７、二重圧搾器１９、包装機２
０、及び熟成貯蔵庫２２を含んで構成されている。
　本発明の構成要素であるカッター２は、パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロー
スの中から選択されたいずれか一つが含まれている処理原料１００が一側から供給される
ように構成されており、供給された処理原料を一定の大きさに切断するように成っている
。
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【００４６】
　前記パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースは、搾油工程の後に排出されると
きに、その長さが長くて混合および取り扱いが難しいため、発生直後に図示された移送コ
ンベヤー１を介してカッター２へ投入される。
【００４７】
　併せて、カッター２で切断されているサイズは、３０～５０ｍｍが望ましい。
【００４８】
　そのためカッター２は、２段細切機で構成されるのが望ましい。
【００４９】
　このように切断過程を経るとしたら、混合及び取り扱いが容易な物理的なサイズに変化
され、反芻動物にとってセルロースの利用効率を向上させることができるようにセルロー
ス機能（Ｒｏｕｇｈａｇｅ　ｆａｃｔｏｒ）を付与できるようになる。
【００５０】
　本発明の構成要素である処理原料貯蔵槽３は、図示されたように、下部にスクリューコ
ンベヤーが付着されるのが好ましく、カッター２から切断された処理原料を短時間の間、
保存する役割をする。
【００５１】
　処理原料貯蔵槽３の下部のスクリューコンベヤーは、保存された処理原料の移送を容易
にしてくれる。
【００５２】
　併せて、処理原料貯蔵槽３から以後の第１ミキサー６へ定量移送のために図示されたよ
うに、定量測定器４と移送コンベヤー５とを設置して定量測定器４で定量を測定した後、
連設された移送コンベヤー５を介して第１ミキサー６へ定量供給するようになっている。
【００５３】
　本発明の構成要素である清水タンク１５は、糖分を溶解させて、第１ミキサー６へ移動
されるようにするとともに、処理原料の水分含量を一定に調節してくれるために清水２０
０が保存されるものである。
【００５４】
　このため、清水タンク１５と糖分溶解タンク８との間には、清水の移送のための清水供
給ポンプ１６が図のように設置されるのが望ましい。
【００５５】
　本発明の構成要素である糖分貯蔵庫７は、可溶性糖分、例えば糖蜜が保存されている。
【００５６】
　本発明の構成要素である糖分溶解タンク８は、図示されたように、糖分貯蔵庫７及び清
水タンク１５と配管連結されており、内部に糖蜜などの糖分３００と清水が流入するよう
に構成され、糖分を清水に溶解させてくれる役割をする。
【００５７】
　このため、糖分溶解タンク８は、上部二箇所に投入口が形成され、下部には溶解された
液状の排出されるように排出口が形成される。
【００５８】
　併せて、内部には攪拌刃が設置されて、まんべんなく糖分が清水に溶解されることがで
きる。
【００５９】
　本発明の構成要素である１次ミキサー６は、図示されたように、前記処理原料貯蔵槽３
及び糖分溶解タンク８と配管または移送コンベヤー５によって連結されており、内部へ処
理原料と清水に溶解された糖分が流入されるように構成されており、内部には処理原料と
清水に溶解された糖分を混合するように構成されている。
【００６０】
　混合を１次ミキサー６及び後述する２次ミキサー１７に分けて進めるのは、１次ミキサ
ー６で、処理原料が適正な水分含有量になるように誘導させるとともに、糖分が均等に混
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合されるようにするためである。
【００６１】
　１次ミキサー６で糖分が溶解された清水が混合された処理原料、すなわち、１次ミキサ
ー６から製造された１次混合物は、処理原料の水分含量が７０％前後になるように混合さ
れるのが望ましい。
【００６２】
　本発明の構成要素であるタンパク質貯蔵槽９は、内部にタンパク質源４００が保存され
ている。
【００６３】
　前記タンパク質源としては、公知の様々なタンパク質剤を使用することもあるが、パー
ム油の搾油過程から発生するパームカーネルケーキ（Ｐａｌｍ　Ｋｅｒｎｅｌ　Ｃａｋｅ
、ＰＫＣ）やパーム油デカンターケーキ（Ｐａｌｍ　Ｏｉｌ　Ｄｅｃａｎｔｅｒ　Ｃａｋ
ｅ、ＰＯＤＣ）粉末の中から選択されたいずれか一つでなるか、これらが含まれるように
構成されるのが望ましい。
【００６４】
　この時、タンパク質源は、処理原料１００重量部あたり、６～１０重量部添加されるの
が望ましい。
【００６５】
　このため、タンパク質貯蔵槽９に続いて供給コンベヤー１０及び定量測定器１１が連続
的に設置されるのが望ましい。
【００６６】
　本発明の構成要素である鉱物貯蔵槽１２は、図示されたように、飼料の原料として必要
な必須鉱物質のような成分を提供するためのもので、いくつかの種類の鉱物質５００を混
合して保存することができるし、鉱物質が主に含まれ成分は、Ｍａｃｒｏ　ｍｉｎｅｒａ
ｌ、Ｃａ、Ｍｇ、およびＫなどの成分であるのが望ましい。
【００６７】
　この時、鉱物質は処理原料１００重量部あたり、０．２～０．７重量部添加されるのが
望ましい。
【００６８】
　このため、鉱物質貯蔵槽１２に続いて供給コンベヤー１３及び定量測定１４が連続的に
設置されるのが望ましい。
【００６９】
　本発明の構成要素である２次ミキサー１７は、前記１次ミキサー６、タンパク質貯蔵槽
９、鉱物質貯蔵槽１２から排出された原料を混合する役割をする。
【００７０】
　このとき、前記２次ミキサーは処理原料、水分、糖分、タンパク質、鉱物質が物質ごと
に分離されないように十分な時間の間、混合されるようにするのが望ましい。
【００７１】
  このため、リボンミキサーであるのが望ましい。

【００７２】
　前記２次ミキサー１７に続いては、後述する二重圧搾器１９に２次混合物を供給するよ
うに混合物移送コンベヤー１８が設置されるのが望ましい。
【００７３】
　本発明の構成要素である二重圧搾器１９は、前記２次ミキサー１７から混合された原料
を受けて二重に圧搾するように構成されている。
【００７４】
　前記二重圧搾方式を選択するのは、圧搾過程で酸素を最大に削除できるようにするため
である。
【００７５】
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　本発明の構成要素である包装機２０は、図示された二重圧搾器１９から二重圧搾された
原料を包装するように構成されている。
【００７６】
　この時、前記包装機２０は、圧搾された原料が外部の空気と遮断されるように、真空包
装方式の包装機でなるのが望ましい。
【００７７】
　本発明の構成要素である熟成貯蔵庫２２は、図示されたように、包装機２０から排出さ
れた原料が包装物移送コンベヤー２１に沿って内部に流入するように構成されており、内
部で包装された原料を熟成及び保存するように構成される。
【００７８】
　前記熟成貯蔵庫２２は、熱線等により内部の温度を一定に維持させるのが好ましく、熟
成貯蔵庫２２の内部温度は、２３～３５℃程度に維持されるようにするのが望ましい。
【００７９】
　前記のように構成された本発明のパーム加工副産物を用いた繊維質発酵飼料の製造設備
を用いた発酵飼料の製造方法についてより具体的に説明すれば、次の通りである。
【００８０】
　１．切断段階
　パーム種実脱着副産物及びパーム種実セルロースの中から選択されたいずれか一つが含
まれている処理原料を前記カッター２を用いて１０～５０ｍｍの長さに切断した後、処理
原料貯蔵槽３に保存する。
【００８１】
　２．糖分溶解段階
　前記清水タンク１５に保存されている清水と糖分貯蔵庫７に保存されている可溶性糖分
を糖分溶解タンク８で混合させて、可溶性糖分を清水に溶解させる。
【００８２】
　このとき、搾油プロセスの後に排出される処理原料の水分含量が約６０～６５％程度で
あるので、１次混合後の処理原料の水分含量が７０％になるようにし、嗜好度や栄養を勘
案して糖分溶解段階で清水に対する糖分の溶解濃度は、２２～２８％であるのが望ましい
。
【００８３】
　また、可溶性糖分が溶解された清水は、切断された処理原料１００重量部あたり、３～
１５重量部混合されるのが望ましい。
【００８４】
　この時、糖の供給を増加させる必要がある場合は、ふすまを糖分貯蔵庫７やタンパク質
貯蔵槽９に添加して保存することができる。
【００８５】
　３．１次混合段階
　前記処理原料貯蔵槽３に保存されている切断された処理原料と、糖分溶解タンク８で可
溶性糖分が溶解された清水を前記１次ミキサー６を用いて混合させて１次混合物を製造す
る。
【００８６】
　４．２次混合段階
　前記タンパク質貯蔵槽９に保存されているパームカーネルケーキ及びパーム油デカンタ
ーケーキの中から選択されたいずれか一つが含まれているタンパク質源と、前記鉱物質貯
蔵槽１２に保存されている鉱物質と、前記１次混合物とを前記２次ミキサー１７で混合さ
せて２次混合物を製造する。
【００８７】
　この時、タンパク質源は、切断された処理原料１００重量部あたり、５～２５重量部、
より好ましくは６～１０重量部添加されるのが望ましい。
【００８８】
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　また、鉱物質は、切断された処理原料１００重量部あたり、０．２～０．７重量部添加
されるのが望ましい。
【００８９】
　５．圧搾段階
　前記２次混合物を前記二重圧搾器１９で二重に圧搾させる。
【００９０】
　６．包装段階
　前記圧搾段階を経た２次混合物を前記包装機２０により真空包装する。
【００９１】
　７．熟成段階
　前記包装段階を経た２次混合物を熟成貯蔵庫２２で熟成させる。
【００９２】
　熟成が終わった２次混合物は、図示されたように、排出コンベヤー２３を介して排出す
ればよい。
【００９３】
　このような熟成段階は、２３～３５℃の温度で３０～９０日間熟成させるのが望ましい
。
【００９４】
　好適な一実施により方法によって、処理原料であるパーム種実脱着副産物（ＥＦＢ）と
パーム種実繊維素（ＰＦ）は発生直後に、切断工程を経て貯蔵槽に移送し、移送された処
理原料は、水分含量を測定して添加すべき水分量を決定する。
【００９５】
　分析が完了した処理原料は、清水（ｗａｔｅｒ）に糖蜜濃度を２５％に調整して投入し
た後、溶解して水分と一緒にスプレーでよく混合されるように供給し、原料の水分含量を
７５％前後に調整する。
【００９６】
　水分の調整が完了した処理原料は乳酸発酵のための窒素供給源を提供するために、タン
パク質含有量が高いパームカーネルケーキ（Ｐａｌｍ　Ｋｅｒｎｅｌ　Ｃａｋｅ、ＰＫＣ
）や、乾燥したパーム油デカンターケーキ（Ｐａｌｍ　Ｏｉｌ　Ｄｅａｎｔｅｒ　Ｃａｋ
ｅ、ＰＯＤＣ）粉末を８％前後で投入し、多量の鉱物質（Ｍａｃｒｏ　ｍｉｎｅｒａｌ、
Ｃａ、Ｍｇ、およびＫ）の混合物（Ｐｒｅ－ｍｉｎｅｒａｌ　ｍｉｘｔｕｒｅ）を０．５
％投入して２次ミキサーで十分に混合し、混合が完了した原料は、真空包装機で包装して
空気が外部から投入されないように密封して保管し、嫌気乳酸発酵がよく起こるようにす
る。
【００９７】
　本発明に係る飼料製造後の処理の直後、熟成１ヶ月、２ヶ月、３ヶ月の順に微生物の数
、有機酸の含有量、溶解性ポリフェノール含有量、ｐＨ、風味相対評価を調査して、以下
の表に示した。
【００９８】
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【表１】

【００９９】
　前記表に示すように、本発明は、微生物活性度を大幅に増加させて、ポリフェノールの
毒性を大幅に軽減することができるし、乳酸発酵が起きて風味を改善させて嗜好性が改善
されることを知ることができる。
【０１００】
　また、乳酸発酵が安定的に発生されるので、腐敗度が大幅に減少し、これに応じて風味
が高かった。
【０１０１】
　特に、ポリフェノールは、嗜好性を減少させ、消化力を低下させ、他の栄養素の利用率
を減少させるが、表に示すように、微生物の増殖につれて、ポリフェノールが急減して溶
解性毒性が大きく減少したことがわかる。
【０１０２】
　熟成過程でｐＨが減少することが示されたが、これは乳酸発酵によるものであり、これ
により、腐敗の減少はもちろん、風味及び飼料としての嗜好性が改善されると判断される
。
【産業上の利用可能性】
【０１０３】
　本発明は、産業の重要性が増大し、栽培面積が徐々に世界的に拡大している傾向に基づ
いてパーム油加工の生産工程から発生する大量のパーム種実脱着副産物（ＥＦＢ）とパー
ム種実繊維素（ＰＦ）の付加価値を高める製品を生成することができる新しい方法を開発
したものであり、その成長が大幅に増加するものと予測している。特に、パーム産業にお
ける廃棄物として認識されたパーム種実脱着副産物（ＥＦＢ）とパーム種実繊維素（ＰＦ
）を活用した新しい粗飼料（ｒｏｕｇｈａｇｅ）原として産業的価値が非常に大きく、日
本、韓国、および中国での需要が大きく増えるものと判断される。
【符号の説明】
【０１０４】
１　移送コンベヤー
２　カッター
３　処理原料貯蔵槽
４　定量測定器
５　移送コンベヤー
６　１次ミキサー
７　糖蜜貯蔵庫
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８　糖蜜溶解タンク
９　タンパク質貯蔵槽
１０　供給コンベヤー
１１　定量測定器
１２　鉱物質貯蔵槽
１３　供給コンベヤー
１４　定量測定器
１５　清水タンク
１６　清水供給ポンプ
１７　２次ミキサー
１８　混合物移送コンベヤー
１９　二重圧搾器
２０　包装機
２１　包装物移送コンベヤー
２２　熟成用貯蔵庫
２３　排出コンベヤー
１００　処理原料
２００　清水
３００　糖分
４００　タンパク質源
５００　鉱物質

【図１】 【図２】
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